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[反省点] 

論文作成 

・最初に調査に行った時に、論文の内容がしっかり定まっていなかったため、質問した内

容や、調査した内容に無駄が多く、また後になってから調べておくべきだったと思うも

のが多く、あまり効率よくできなかった。 

→現地に行く前の調査をしっかり行い、仮説を立て、聞き出す内容をもっと吟味すべ 

きだった。 

・「壱の市」「参の市」についての論文であるにも関わらず、これらを表すものが少なく、

また、開催されている場所である蔵の辻の図も少なく、イベントの様子が分かりにくく

なってしまった。 

  →蔵の辻のみの地図・図・写真、市の様子を撮った写真を載せるべきだった。 

・調査したのは一部でしかなく、まだまだ多くの団体があり、全貌を明らかにすることは

できなかったと思う。おそらくまだ発見できる内容はあったと思う。 

  →すべての団体に調査しにいくべきだった。 

・イベント主催側のことしか書けなかったが、その結果、お客の側にどう影響を及ぼして

いるかもかければよかったよ思う。 

  →イベントの時にお客に対するヒアリングをもっとすべきだった。 

発表 

・発表のパワポの数が少なかったため、論文の内容をすべて話すことができなかった。 

  →もっと計画を練りつつ作るべきだった 

・話す内容もしっかり決まっていなかったため、話の筋がうまく通らなかった。 

  →ある程度の台本は用意すべきだった 

[感想・今後の課題] 

・ヒアリングをしていて商店街の人が頑張ろうとしているにも関わらず、市の方は活性化

をあきらめているような感じだったため、その温度差もまた興味深かった。 

・団体の資料は少なく、ヒアリングのみから見つけなければならないものが多かったため、

関係を理解するのに苦労した。 

・全体的に前準備がしっかり出来ていなかったため、効率が悪く、無駄なものがたくさん

出てきてしまったと思う。そのため前もって出来る準備はしっかり行い、綿密な計画を

練った上で事を進めるように心がけたいと思う。 


